
「
岡
目
一
目
」

　
「
人
流
」
と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
は
、
政
府
の
方
か
ら

吹
く
五
輪
の
風
に
乗
っ
て
来

た
。
警
報
を
伴
う
強
風
に
乗
っ

て
。

　
「
行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず

し
て
…
」
な
ど
と
、
古
来
川
の

流
れ
は
人
生
に
重
ね
て
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

「
人
流
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
。

辞
書
に
も
載
っ
て
い
な
い
。

　
「
人
の
流
れ
」
は
同
時
に
「
金

の
流
れ
」
で
あ
り
、「
コ
ロ
ナ

の
流
れ
」
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

流
れ
は
、
特
に
都
会
で
合
流
し

て
濁
流
と
な
り
、
大
被
害
を
も

た
ら
し
続
け
て
止
ま
な
い
。

　

そ
ん
な
中
で
政
府
・
主
催
者

側
は
、
五
輪
を
「
ヤ
ル
」
と
決

断
し
た
。
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た

ろ
う
と
は
思
う
。
国
民
は
、
い

や
世
界
は
五
輪
も
見
た
い
し
コ

ロ
ナ
も
怖
い
。

　

結
局
、
無
観
客
で
の
実
施
と

な
っ
た
。
そ
の
苦
し
い
経
験
の

後
に
、我
々
は
何
を
学
ぶ
の
か
。

何
を
得
る
の
か
。

　
〝
川
は
流
れ
て
ど
こ
ど
こ
行

く
の
、
人
も
流
れ
て
ど
こ
ど
こ

ゆ
く
の
〟
と
い
う
歌
は
「
い
つ

の
日
か
花
を
咲
か
そ
う
よ
」
と

結
ば
れ
る
。
苦
渋
の
五
輪
の
後

に
美
し
い
花
が
咲
く
か
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

道
伝
え
の
日

事
業
「
お
月
見

歌
会
」
の
短
歌

を
募
集
し
ま
す
。

選
者
に
短
歌
結

社
「
新
ア
ラ
ラ

ギ
」
代
表
の
雁

部
貞
夫
先
生
を

お
迎
え
し
、
仲

秋
の
名
月
に
ち

な
み
「
月
」
を

テ
ー
マ
と
し
た

短
歌
を
募
集
す

る
も
の
で
す
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
地

域
の
歴
史
を
再
発
見
す
る
た
め
、

市
内
各
地
の
旧
跡
や
遺
跡
を
巡

る
「
市
民
歴
史
散
歩
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
根
地
域
の
自
然

と
歴
史
を
、
自
然
活
動
家
の
小

野
木
三
郎
先
生
と
高
根
観
光
協

会
の
小
坂
氏
に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

旧
高
根
村
は
自
然
あ
ふ
れ
る

場
所
で
、
古
く
か
ら
日
本
海
と

信
州
を
結
ぶ
野
麦
街
道
が
通
り
、

交
通
も
盛
ん
で
し
た
。

　

そ
の
一
端
に
触
れ
る
た
め
、

高
根
地
域
に
残
る
巨
木
「
野
麦

の
コ
ブ
シ
」
や
、
一
位
森
八
幡

神
社
に
あ
る
国
指
定
天
然
記
念

物
の
イ
チ
イ
原
生
林
な
ど
を
巡

り
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
石
仏

や
旧
家
に
つ
い
て
も
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
高
山
市
民
文
化
会
館

よ
り
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

道伝えの日

お月見短歌会
短歌
募集

初
心
者
講
座

参
加
者
募
集
（
追
加
）

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
開
催
日
　
十
月
三
日
（
日
）

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

午
前
八
時
：

　

送
迎
バ
ス
出
発
→
午
前
九
時

　

二
十
分
：
現
地
受
付
→
午
前

　

九
時
三
十
分
：
現
地
出
発
→

　
［
途
中
車
で
の
移
動
あ
り
］
→

　

昼
十
二
時
：
昼
食
（
七
峰
館
）

　

→
昼
十
二
時
四
十
分
：
送
迎

　

バ
ス
出
発

◇
送
迎
バ
ス　

文
化
会
館
駐
車

　

場
よ
り
出
発
（
駐
車
は
指
定

　

場
所
へ
）

◇
現
地
集
合　

野
麦
の
里
公
園

　
（
野
麦
峠
方
面
）

◇
申
込
　
文
化
会
館
窓
口

◇
受
付
期
間　

九
月
十
五
日

　
（
水
）
ま
で

◇
参
加
費　

一
〇
〇
〇
円
（
昼

　

食
代
・
保
険
料
込
み
）。
送
迎
バ

　

ス
（
要
予
約
）
代
一
〇
〇
〇
円
。

　
（
十
八
才
以
下
五
〇
〇
円
）
共

　

に
申
込
時
に
支
払
い

◇
定
員　

六
〇
名
。（
定
員
に
な

[

募
集
作
品]

・
一
般
の
部　

課
題
歌
「
月
」
一

首
、
自
由
歌
一
首

・
学
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」
一

首

[

応
募
方
法]

・
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
文
化
協
会

へ
郵
送
又
は
文
化
会
館
窓
口
へ

提
出
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。（
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
を

記
入
）

[
締
め
切
り]

・
九
月
十
日
（
金
）

[

表
彰
式]

◇
日
時　

十
月
二
日
（
土
）　

午

　

後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会

　

議
室

◇
歌
会　

表
彰
式
終
了
後
に
開

　

催
（
午
後
四
時
ま
で
）　

第第
2020
回回  

市
民
歴
史
散
歩

市
民
歴
史
散
歩

「
高
根
の
自
然
と
歴
史
を
学
ぶ
」

10/3（日）
開催

参
加
者
募
集

野麦のコブシ

［
高
山
の
祝
い
唄
め
で
た
］

　

初
心
者
向
け
に
わ
か
り
や
す

く
、
丁
寧
に
行
い
ま
す
。
前
唄
・

本
唄
・
返
し
・
大
津
絵
東
海
道
・

高
山
の
橋
づ
く
し
な
ど
。

◇
日
程　
九
月
下
旬
か
ら
四
回（
夜
）

◇
講
師　

高
山
音
頭
会　

中
村

　

重
信

◇
締
切　

九
月
二
十
日
（
月
）

［
は
じ
め
て
の
尺
八
］

　

尺
八
の
構
え
方
・
音
の
出
し

方
か
ら
始
め
ま
す
。
貸
出
用
楽

器
あ
り
ま
す
。

◇
日
程　

十
月
下
旬
よ
り
四
回

　
（
日
曜
夜
）

◇
講
師　

三
島
大
遵

◇
締
切　
十
月
二
十
日
（
水
）

り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

※
自
己
都
合
キ
ャ

ン
セ
ル
の
場
合
、

い
た
だ
い
た
参
加

費
は
返
金
で
き
ま

せ
ん
。

文化フォーラム2021中止のお知らせ

延期していた文化フォーラムは、年内に開催可能な日程が取れな
いため、止む無く中止を決定しました。会員の皆様には、高山文化
フォーラム2022に向けてご準備をいただき、来年こそは無事開催
できることを願っています。来年度の開催日程は次のとおりです。

日　程 令和4年6月25日（土）～26日（日）
時　間 例年通りの予定
テーマ 令和4年歌会始お題「窓」

一般社団法人　高山市文化協会発行
〒506-0053 高山市昭和町1丁目　高山市民文化会館内
Tel.34-6550　Fax.34-6877
メールアドレス●mail@takayama-bunka.org　　　
ホームページアドレス●http://www.takayama-bunka.org

（文化会館の催し物案内はこのホームページでご覧ください。）
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渡辺貞夫カルテット 2 0 2 1

2 0 2 1
SADAO WATANABEQu��e�

日本の音楽史
古関裕而特集
がご案内する

青 島 広 志 先生

＆

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染予防のため、時間変更や中止、延期となる場合があります。体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

ワンコイン500円で映画を楽しめます
！

ワンコインシネマ

プレイガイド 高山市民文化会館

高山市民文化会館大ホール

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円（ワンコインシネマ1回券）
土8 21

①午前10時～②午後2時～
（開場各回30分前）

　
　
2020年　日本語音声・字幕なし（上映時間92分）

©東映・東映アニメーション

上映時間を変更しました

テレビアニメ『おジャ魔女どれみ』
の20周年を記念して制作。かつて
『おジャ魔女どれみ』を観て育った
女性3人が、「どれみ」ゆかりの地
を巡ることにより、大人になって
忘れてしまっていた大切なものを
見出していく。飛騨高山も登場。声
の出演：森川葵、松井玲奈、百田夏
菜子（ももいろクローバーZ）他。

ハッピーラッキーみんなに届け

チケットは、おかげ様で完売しました。

午後3時開演/午後2時15分開場

こくふ交流センター・さくらホール土8 28

栗原正己
リコーダー、ピアニカ、

アンデス他

川口義之
リコーダー、パーカッション、
サックス、ウクレレ他

関島岳郎
リコーダー、テューバ、

口琴他

栗コーダーカルテット
コンサート

ゲスト
安宅浩司
ギター、ウクレレ、
リコーダー

N
H
K 

Ｅ
テ
レ「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」の

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
や
通
称「
や
る
気
の
な
い

　
　
ダ
ー
ス
ベ
イ
ダ
ー
の
テ
ー
マ
」で

　
　
　
お
馴
染
み
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル・バ
ン
ド
。

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後3時開演/午後2時15分開場

高山市民文化会館大ホール土10 16
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
チケットぴあ［Pコード200-014］
ネット受付 　
http://www.takayama-
bunka.org/forms/2021
1016oek.html

発売日

メセナメイト先行発売
午前10時～
一般発売  午後1時～

（ネット受付午後2時～）

8月7日（土）

◎主催：（公財）石川県音楽文化振興事業団
◎助成：文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動活性化事業）
　　　独立行政法人日本芸術文化振興会

〔一般〕　　　　　　　 4，000円
〔メセナメイト会員〕　　　3，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1，000円
※未就学児入場不可
※席数減で開催する場合があります

午後7時開演/午後6時15分開場

高山市民文化会館大ホール金10 22
チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館
飛騨市文化交流センター
チケットぴあ［Pコード201-375］
ネット受付 　
http://www.takayama-
bunka.org/forms/
20211022sadao.html

発売日

メセナメイト先行発売
午前10時～
一般発売  午後1時～

（ネット受付午後2時～）

9月4日（土）

令和2年4月10日公演のチケットは、そのままご利用いただけますが、
席替えのご要望があれば文化会館窓口にてお振り替えください。 8/28（土）より文化会館窓口にて

Sadao Watanabe

日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
、

ジ
ャ
ズ
の
枠
に
留
ま
ら
な
い
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
。

国
内
の
み
な
ら
ず
、海
外
に
於
い
て
も
精
力
的
に
演
奏
活
動
を
行
う
。

生
涯
現
役
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
そ
の
姿
は
、

世
界
中
の
老
若
男
女
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
い
る
。

渡
辺
貞
夫
が
信
頼
を
寄
せ
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
共
演
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

エ
ー
ル
を

指揮田尻真高
高山出身です！！

渡
辺
貞
夫

©新倉大祐

古関裕而作品集
オリンピック・マーチ
六甲おろし
栄冠は君に輝く
イヨマンテの夜
高原列車は行く
とんがり帽子
白鳥の歌
あこがれの郵便馬車

日本の歌
山田耕筰：赤とんぼ
滝廉太郎：赤城の月
いずみたく：
　手のひらを太陽に
久石譲：さんぽ　他

ー 完 売 御 礼ー


